
１　施設の概要

指定期間

※職員数は平成２２年４月１日現在

２　収支の状況

・文学に関する書籍、原稿、文献、写真、フィルムその他の資料及び文学者の遺品等
(以下「文学資料等」という。)を収集し、保管し、及び展示し、並びに閲覧に供するこ
と。
・文学資料等の調査研究
・文学に関する講演会、講習会、映写会、研究会等の教育普及活動
・企画展示室、ホール及び茶室の提供
・上記のほか、文学館の設置の目的を達成するために必要な業務

職 員 体 制

県支出金

事業収入収
入

平成２１年　４月　１日 ～ 平成２６年　３月３１日

1,148

平成23年1月13日

事 業 内 容

文化・国際課

単位：千円

平成22年度（予算）

施 設 名 高知県立文学館

136,257

136,257

119,716 124,221

8,929 12,036

130,145

808

0

事業費

収入計

支出計

(70,737) (46,910)

33,54831,539

97,157 102,388

0

平成21年度（実績）

1,500

　常勤職員：　　５人　　　　契約職員：　　　１２人　　　　　　　合計：　　　１７人

平成20年度（決算） 平成21年度（決算）

(68,585)

126,329

8,922

その他

（うち人件費）

財団法人高知県文化財団

高知市丸ノ内２－１－１０

公の施設の指定管理者における業務状況評価

所管課

95,789

34,948  人 34,580  人

平成20年度（実績）

136,399 130,145

その他 6,423

135,119

施 設 内 容

○ 面積、施設・設備名、定員、開館時間、休館日、主な料金など

<建物>延べ床面積：2,748.10㎡　　 ＲＣ造地上2階建
<土地>　4,747㎡
<主要施設> 常設展示室、企画展示室、寺田寅彦記念室、ホール、茶室など
<開館時間>午前9時～午後5時
<休館日>　 12月27日～1月1日
<主な料金>　常設展 一般350円
　　　　　　　　　※高校生以下、高知県長寿手帳所持者(65歳以上)は無料
　　　　　　　　 施設利用料　　企画展示室　22,640円（1日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　  ホール　　　　12,200円（全室/1日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　  茶室 　　　　　 3,490円（全室/1日）

指定管理者名

施 設 所 在 地

368 人減少

33,869

①年間利用者数 (単位：人) ＜利用実績＞平成２１年度は、８本の企画展を行い、夏休み期間中に子どもた
ちも楽しめる展覧会や巡回展を開催した。（企画展は昨年に引き続き２万人を突
破）

管理運営費

３ 利用状況

前年度比

支
出
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評価

B

B

B

B

B

B

B

B

本県出
身また
はゆか
りの文
学作家
の顕彰
を行うと
ともに、
現在活
躍する
作家も
含め幅
広い土
佐文学
を紹介
する

資料を適正に保管し、活用するこ
とによって、作家や関係者との信
頼関係を築き、館の運営の基盤と
する

常設展示室を定期的に入
れ替え、入館者にとって
常に変化があることを心
がける

ギャラリートークの実施や
展示内容・方法の工夫な
どにより文学への理解を
深め土佐文学の新たな
ファンを開拓する

文学研究全体のなかで、
高知県立文学館ならでは
の位置づけを得る。

来館者や土佐文学に関
心を寄せる人々からの質
問・疑問に専門性をもって
対応できる体制とする

土佐文
学や作
家につ
いての
研究を
進め、
企画展
の実施
と図録
等の作
成を通
じて研
究成果
を広く
公表す
ること
により、
県内外
に文学
館の存
在を知
らせる

土佐文学に関する情報を常に発信
し、高知県の文学館をアピールする
展覧会、広報誌、ホームページをはじ
めあらゆる手段で文学館の取組を広
報する

上記の要求水準以外の取組

・県全体の文学研究を総括している印象は薄い。

・広報活動の積極性が伺える

本県は全国的にも数多くの文学者・
文学作家を輩出している。その顕彰
とともに時代背景や人物像も含めて
土佐文学の魅力を広く紹介する。

・作品を多角的に紹介する工夫をしてほしい。

・常設展は変化に乏しい感あり。
・企画展には努力の跡がある。

・データベース化の取り組みは評価できる。

指定管理期間における要求水準１「本県ゆかりの文学作家を顕彰し、土佐文学の魅力を伝える」

４－１　平成２１年度業務評価（指定時の県の要求水準に対する項目による）

項　　　　　　　目 事業評価委員会意見
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A

A

B

B

B

B

B

A

B

B

B

【評価の目安】

Ａ：仕様書(要求水準）の内容や目標を上回る成果があり、優れた管理運営が行われたもの
Ｂ：おおむね仕様書(要求水準)の内容どおりの成果があり、適正な管理が行われたもの
Ｃ：仕様書(要求水準)の内容や目標を下回る項目があり、さらなる工夫・努力が必要なもの
Ｄ：管理運営が適切に行われたとは認められず、大いに改善を要するもの

４－２　平成２１年度業務評価（効率的な運営、サービスの向上、施設、設備の管理に関する評価）

経営努力
　収入増加の取組
　経費削減の取組

・入館者増に向け、懸命に取り組んでいる。
・初めて入館者が２万人を超えたのは、龍馬伝効果で
高知城見学者が増えた影響もあるのではないか。

サービス向上への取組
　自己点検・評価の状況
　事故、クレームへの対応
　職員の専門性の向上
　研修の実施状況
　その他サービス向上の取組

社会的責任
　法令等の遵守
　個人情報、情報公開の状況

建物や設備の管理
　点検・修繕の実績
　業務委託の状況

危機管理
　風水害、火災、地震、盗難等危機管理対策
　マニュアルの作成
　職員研修

総合評価 B

・特段の目新しさはないけれど、特別な失点も感じない。
・かつてと比べ入館者増に努め、その成果が出ていること
は認める。ただ、文学というものの県民への普及、発信が
十分かどうか、作家本人との有機的な交流ができているか
どうか、もっと具体的な形で分かるようにしてほしい。
・地味ではあるが頑張っている姿勢が評価できる。
・企画と広報に努力を感じる。今後も期待する。
・幼児、小中高生、高齢者の参加が増えていることは、望ま
しい。
・郷土の若い作家を育てる取り組みを一層進める取り組み
がほしい。
・文学館の役割を今一度原点に返って見つめ、文化、教
育、地域振興の面から事業実施をお願いする。

・掘りおこしは評価するが大幅とまではいかない。

・安定的確保はこれからの努力次第である。

多彩な教育普及プラグラムを行うとと
もに、固定化しつつある参加者の掘り
おこしを行い、新規参加者を大幅に増
やす
文学サークルや研究会など文学活動
に取り組む団体や個人の活動を支援
し、文学活動の裾野を拡げる

指定期間を通じ、文学館の存在意義
を示し、入館者の安定的な確保に努
める

上記の要求水準以外の取組

指定管理期間における要求水準２「県民の文学への関心を高める」

・紙芝居の試みを評価する。
・親子で楽しめる企画展を開催している。

・年配者と子供が対象で若者の来館者数が少ない。

次世代を担う子どもたちをはじめとして、
多くの県民が文学作品や作家に触れ、
文学の愉しさを知り豊かな心をもてるよ
う、様々な事業を通して取り組む。

展覧会では、様々な年齢層を対象に
質の高いものを目指し、常に知的好
奇心に触れる企画を実現する

子どもたちが親しみやすい展示内容
や解説、施設面での工夫や、テーマ
性をもった展示など入館しやすい環境
の整備と維持に努める
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